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A.研究目的 
東京都では保健所や新宿東口検査・相談室

（以下、新宿東口）等の公的 HIV検査機関で
HIVを含む性感染症検査を無料匿名で実施して
いる。近年、後天性免疫不全症候群の報告数は

東京都でも減少傾向にあるが（図１）、2020年
に発生した新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）の影響で、全国保健所等における HIV検査
数は著しく減少を示したとされている。 
東京都においては、保健所以外に HIV等の性

感染症検査を実施する新宿東口がコロナ禍前と

ほぼかわらず開設していた。今回、コロナ禍下

である 2020年～2022年における検査数、陽性
数や陽性率の推移を調査した。また、新たに承

認されたウエスタンブロット法に代わる確認検

査法の使用経験について報告する。 
 
 

 
B. 研究方法 
1．東京都におけるHIV検査数・陽性数・陽性
率 
東京都における公的 HIV検査機関の内、東京
都健康安全研究センター（以下、健安研）に搬

入される新宿東口と 23区保健所（以下、保健
所）を対象とし、検査数、陽性数や陽性率を比

較検討した。 
 
2．HIV-1/2抗体確認検査（確認 IC法） 
従来から使用していたウエスタンブロット

（WB）法に代わるHIV抗体確認検査試薬（確
認 IC法：Geenius HIV1/2キット）を用い、
2022年 4月より、図２に示すフローチャートで
検査を実施した。 

2種類のセロコンバージョンパネルを使用し、
WB法やスクリーニング検査用 IC法（Sc-IC
法）と比較検討した。さらに、健安研での検査

研究要旨 
東京都では保健所や新宿東口検査・相談室（以下、新宿東口）等の公的HIV検査機関で HIVを
含む性感染症検査を無料匿名で実施している。2020年に発生した新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の影響で、全国保健所等におけるHIV検査数は著しい減少を示した。東京都におい
ても保健所での検査が縮小されたが、新宿東口はほぼ通常通り開設されていた。新宿東口の HIV検
査陽性率を見ると、2019年は 0.46％、2022年は 0.61％であったのに対し、コロナ禍の 2020年は
0.73％、2021年は 0.88％と上昇し、コロナ禍においても、新宿東口の果たす役割が大きかったと考
えられる。また、東京都において、2022年 4月以降に導入を開始した確認 IC法は、WB法の同等
以上の感度であった。即日検査に使用される IC法（Sc-IC法）と同様の原理であるが、感度的には
やや劣り、即日検査陽性例での確認 IC法の利用は限定的に考えるべきものと思われた。 
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陽性例 109件を用いて、Sc-IC法と確認 IC法を
比較検討した。 

 
C. 研究結果 
1．東京都におけるHIV検査数・陽性数・陽性
率 
東京都における感染症法に基づく後天性免疫

不全症候群の報告数は図１示すように推移して

おり、2020年の新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）以降、年々減少傾向にある。 
健安研に搬入された検査数を年ごとおよび施

設ごと（新宿東口と保健所）に分けて集計した

（図３）。保健所（赤）は、2020年 4月以降は
減少し、5月には COVID-19対応のため保健所
での検査相談事業は中止されていた。その後、

検査数は徐々に増加したが、2020年 1月頃のレ
ベルまでに回復したのは 2022年 12月になって
からである。一方で、新宿東口は 2020年 4月、
5月にやや減少したものの、大幅な検査数減には
至っていない。 
東京都におけるHIV検査陽性数は、2020年

は 98件、2021年は 107件であったが、2022年
は 76件と大きく減少した（図４）。この期間の
新宿東口の陽性率を見ると、2019年は 0.46％、
2022年は 0.61％であったのに対し、コロナ禍の
2020年は 0.73％、2021年は 0.88％と上昇して
いた（表１）。一方で、保健所における陽性率は

0.3％前後でほぼ変化は見られなかった。 
 

2．確認 IC法 
市販のセロコンバージョンパネル（2種類）を

用いて、WB法、確認 IC法ならびに Sc-IC法と
比較検討した。セロコンバージョンパネル①を

用いた検討では（図５）、Sc-IC法で抗原のみ検
出の J-2ではいずれの方法でも抗体は検出でき
なかったが、J-3～J-7では、Sc-IC法、WB法お
よび確認 IC法の全てで陽性となり、差は見られ
なかった。セロコンバージョンパネル②（図

６）では AF-6および AF-7でWB法のみ判定保
留となった。 

さらに、健安研での検査陽性例 109件を用い
て、Sc-IC法と確認 IC法を比較検討した結果
（表２）、Sc-IC法（抗体）陽性の 105件中 100
件（95.2％）は確認 IC法陽性であったが、2件
が判定保留（1.9％）で、3件は陰性であった。
また、Sc-IC法陰性の 3件と Sc-IC法抗体陰性・
抗原陽性の 1件の計 4件は、全て確認 IC法で陰
性であった。 

 
D. 考察 
コロナ禍における東京都の公的検査機関の

HIV検査では、新宿東口はやや検査数が減少し
たものの、HIV陽性率は 2019年と比べ大きく
上昇した。このことは、コロナ禍においても定

期的に受診が可能であった新宿東口に感染リス

クのある受検者層が集まった可能性が示唆され

る。一方で、東京都においても保健所における

検査数は大きく減少したものの、陽性率は変わ

らなかったため、今後の効果的な HIV検査戦略
ではこの点について留意すべき必要がある。 
また、新たな抗体確認検査試薬（確認 IC法）
の評価としては、WB法と同等以上の感度を持
っていることが改めて示された。一般的に即日

検査で使用される Sc-IC法と同様の原理であ
り、検査時間が 30分程度とWB法よりも著しく
短いが、Sc-IC法陽性検体の全てが確認 IC法で
陽性となる訳ではないため、Sc-IC法を用いる即
日検査での適用は限定的にすべきものと思われ

た。即ち、即日検査のスクリーニング検査（Sc-
IC法）で陽性となり、直後に確認 IC法を実施
した場合を想定した場合、確認 IC法で陽性では
ない場合には、核酸増幅検査法の実施の上、後

日の検査結果の通知が必要になる。 
 
E. 結論 
 コロナ禍における東京都のHIV検査相談で
は、新宿東口が機能的な役割を示したと言え

る。確認 IC法はWB法の同等以上の感度である
が、即日検査に使用される IC法と同様の原理で
はあるが、感度的にはやや劣るため、即日検査
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